






















































































































さて、日本における浪漫主義は、明治 26(1893)年 1 月に創刊された文芸雑誌『文學界』(明治 31 年 1
月終刊)が拠点となって先導し、明治 30 年代に入ると、運動の主体は、『明星』(明治 33 年 4 月創刊～41
年 11 月終刊)へと引き継がれていった。その廃刊後は、『スバル』(明治 42 年 1 月創刊～大正 2 年 12 月
終刊)が主体となって、明治 40 年代の反自然主義文学運動の拠点となった19。 
雑誌『文學界』(通算 58 冊刊行）は、星野天知が主宰し、同人星野夕影、北村透谷、島崎藤村、平田禿
木、戸川秋骨らが中心となって創刊された。後に、馬場孤蝶、上田敏が参加している。終刊号の「文學界
總要目」において、第一期は第一号～二十号（明治 26 年 1 月～27 年 8 月）、第二期は第二十一号～四十
号（明治 27 年 9 月～29 年 4 月）、第三期は四十一号～五十八号（明治 29 年 5 月～31 年 1 月）の三つに
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その『文學界』における透谷とは、どのような存在であったのだろうか。透谷は、『文學界』が創刊さ
れた翌年の明治 27 年に自死し、第十七号(明治 27 年 5 月)で戸川残花が「北村透谷君をいたみて」とい
う長詩を載せている。このように、透谷の『文學界』での活動期間は短いが、その影響力については、第






















明治 26 年 2 月に発表した「人生に相渉るとは何の謂ぞ」(『文學界』第二号)で、詩人が最後に到達する































































































はすでに、明治 25 年 10 月発表の「他界に對する觀念」(『國民之友』169・170 号)で、「詩歌の世界は想









































る55。その有明は、「新しき聲」(『文章世界』増刊明治 40 年 10 月)において、藤村の『若菜集』(1897)




















(Eduard von Hartmann 1842～1906)ではなく、シラー(Friedrich von Schiller1759～1805)の『人間の美的教育
について』の書簡第二十六に、この言葉に似た文章を見つけることが出来た62。そして、青木が、Bohn’s 
Librariesに収録されているシラーの『美学哲学論集』(“Essays Æsthetical and Philosophical”)の「人間の
美的教育について」Über die ästhetische Erziehung des Menschen1795 の英訳(“Letters upon the Æsthetical 











間は一切の内面を外化し、一切の外面に形を与えなければなりません」67( Bohn’s Standard Libraries 収録
の英訳では “he must manifest all that is internal , and give form to all that is external”Friedrich Schiller Essays 
Æsthetical and Philosophical；Letters upon the Æsthetical Education of Man [ London: George Bell &Sons, 1900 ] 
p.60)とあり、続く書簡第十二に「我々の内なる必然的なものを現実化し、我々の外なる現実的なものを必
然性の法則に従わせる」68(同英訳では“consists in making the necessary pass into reality in us and in making 
out of us reality subject to the law of necessity”p.60)とある。ここでは、人間の内面への強い関心がうかがわ
れ内と外との対立関係が注意を引く。さらに書簡第二十三に、人間は崇高であることを欲するよう強制さ





























受取るだけのものを喜ばず、それがなす[能動的に]ものを喜ぶのです」77( Bohn’s Standard Libraries 収録
の英訳では “The reality of things is effected by things, the appearance of things is the work of man, and a soul 
that takes pleasure in appearance does not take pleasure in what it receives but in what it makes.”[ London: George 
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が、『文學界』の活動について知っていた可能性は高いであろう。  
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